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題目   「キクの花成に関する最近の話題」 
 
講師       農学部教授 深井 誠一 博士  

   
                                      

概略 

 キクは、世界の花き市場において最も重要な品目の一
つである。光周性の発見以来、光情報の操作によるキ
クの開花調節が可能となり、切り花の周年生産が達成
された。夜中に白熱灯を点けて開花を抑制する電照ギ
ク生産の様子は、切り花産地では晩秋の風物詩となっ
ている。近年の新光源LEDの実用化とフロリゲン遺伝子

の発見は、園芸植物の開花生理に関する新たな知見を
もたらしている。 

 本セミナーでは、栽培ギクの基本的開花生理を解説
した上で、キク属のモデル植物であるキクタニギクを
用いたキクの花成および花成関連遺伝子に関する最近
の話題を紹介したい。 
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